
 

「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクト活動報告 

活動名 真庭里海米 

活動団体名 真庭市 

活動目的 

 

真庭里海米を通じ、里山と里海（川上川下）の交流・連携を進め、資源循環

及び環境と経済の両立を図り、SDGｓの実現を目指す。 

活動内容 【令和元年度実施の活動について】 

１．JA 全農グループ・おかやまコープと協力し、真庭市の PB（プライベー

トブランド）商品第 1 弾「真庭里海米きぬむすめ 無洗米 5kg」を商品化。

パッケージ裏面には「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクトのシン

ボルマークを使用して取り組みの PRを実施。（別紙１） 

・エシカル＆サステイナブルなお米として、真庭市と包括連携協定を結んで

いるおかやまコープの店舗と宅配で販売開始。（現在も継続販売中） 

・おかやまコープ組合員と真庭里海米生産者の交流会として、真庭里海米の

おむすびづくり＆餅つきのイベントを開催。 

２．市内の小中学校の学校給食で提供するお米を全て「真庭里海米きぬむす

め」に切り替え、地産地消と環境教育を推進。 

・地域食材のみで作られた献立を提供する日の給食に、真庭里海米の生産者

を招き、児童・先生と一緒に喫食しながら交流する会を開催。 

３．「まにわ市民大学講座 環境編」として市民対象に里海里山連携をテーマ

に学ぶ講座を開催。 

・NPO法人里海づくり研究会議の田中事務局長による講演会を実施。 

・備前市日生町漁協による里海の環境保全の取り組みを視察。 

４．認知度向上のため、様々な PRを実施。 

・真庭里海米の取り組みを伝える専用 HPを開設。 

・市内の団体によるギネス世界記録への挑戦（チームで 100 個のおにぎりを

作った最速タイムに挑戦）に、真庭里海米を使用。（結果は見事新記録達成） 

活動写真 

 

 

 

 

 

   

写真説明 真庭市 PB商品「真庭里海米きぬむす

め無洗米 5kg」新米発表会 

学校で子どもたちに真庭里海米の取

り組みを伝える生産者 



 

                  活動日 令和元年 11月 22日～令和２年３月３１日（継続中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動効果 

 

 

 

 

・農業者の真庭里海米への理解・共感が広がり、生産が拡大した。 

・里山である真庭市と里海である備前市の市民同士の交流や消費者であるお

かやまコープ組合員と生産者である真庭里海米農家さんの交流など、真庭里

海米をツールに様々な交流が促進された。 

・市内外で少しずつ真庭里海米の認知度が向上し、販路拡大につながってい

る。 

今後の展望 

 

 

 

 

・真庭里海米の取組の拡がりによる循環型農業の普及啓発 

・真庭里海米を活用した里山里海（上流下流）の交流促進 

・真庭里海米のブランド化推進による真庭産米の価値向上と消費拡大 


